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ウェブサイト等 附属牧場：　 http://www.bokujo.a.u-tokyo.ac.jp/

（食費・他）
奨励金額 2,600 円

計

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載

交通費 3,320

宿泊費 0

（保険料）

目 的

東大牧場では馬、牛、ヤギそして豚を飼育しています。一つの牧場でこのように多種の家畜を飼
育し、またそれを学生達が自由に接する事ができるのはここだけかも知れません。多種の家畜を
飼育する牧場は少ないし、防疫上で殆どの牧場では動物と直接に触れ合う事が禁止されていま
す。だから、今はチャンス。実際の家畜飼育現場での体験活動を通じて、畜産品の生産コストの
仕組みに関して一層の理解を深め、日本と世界の畜産がどう違うかを牧場体験活動で分かって
いただけます。

具体的な内容
（８００字程度）

第１日
         11時10分：               ＪＲ 常磐線岩間駅集合。ワゴン車で附属牧場に移動。
         11時30分～13時：     宿舎等使用説明・昼食
         13時～14時30分：     家畜の種類とその用途・馬の乗り方・防疫注意事項等講義

         現場体験活動実習
         15時～16時30分：     乳牛のお世話と搾乳体験
         17時30～　　　　　　　 夕食
第２日
         08時～09時30分：     馬のお世話と乗馬
         10時～11時30分：     山羊のお世話
         13時～14時30分：     豚のお世話
         15時～16時30分：     トラクター運転・パワーショベル運転体験
         17時～                    夕食
第３日
         08時～11時30分：    近隣の酪農家見学（搾乳牛700頭・完全ロボット搾乳）・
                                      近隣養豚農家見学
         13時～14時30分：    ディスカッション：　畜産産業に自分の意見を述べよう。
         15時～                   宿舎掃除、シャワー等の後ワゴン車で岩間駅に移動
         現地解散

備 考

【準備必要物】　　　タ オル・洗面具・着替え・筆記具など
【重要】　　　　　　　 保険証（健康保険・学生保険などの原本）を必ず持参すること

【備品1】　　　   　 作業に適したつなぎ服、長靴、帽子は牧場で備え付けてある
【備品2】　　　  　  シャンプー、トリートメント、ボディソープ、洗濯洗剤

　　　　実費

活 動 期 間
2019/9/10（火） 9/12(木）

主な活動場所
茨城県笠間市安居3145

東京大学附属牧場3 日間

5 人フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

参加資格等 学部学生

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数

最 終 更 新 日 ： 2019 年 4 月 5 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

山羊、豚、牛、馬の世話と乗馬を体験しよう

団 体 名 等 大学院農学生命科学研究科附属牧場


